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【発表要旨】 

金玉均を中心とした急進開化派は、1884 年 12 月 4 日に甲申政変を起こしたが、清国軍の介入でわずか 3 日で

失敗に終わって、かれらは日本に亡命した。彼らは近代の日本社会が受け入れた最初の政治亡命者だった。 

亡命以来金玉均の行動は常に朝鮮·日本·清国政府の関心事であり、「金玉均の引渡問題」は重要な外交争点だっ

た。日本における金玉均に対する処遇は日本政府の閣議決定により行われた。したがって亡命後の金玉均の活動

と関連した研究は甲申政変以後の韓日関係または東アジアの国際関係を把握するうえで重要な意味を持つ。 

金玉均をはじめとする朝鮮人亡命者たちは本国からの相次ぐ暗殺の脅威に悩まされた。そして日本政府は、甲

申政変との関連を否定し、金玉均らを政治的に支援するどころか、亡命者として待遇しなかった。しかし、日本

の新聞の報道などにより日本社会の反朝鮮·反清国の感情を刺激し、開化派を「日本党」と称するなど、金玉均ら

は日本の民間社会からは大きな同情と支援を受けた。その後、朝鮮人亡命者は日本社会で大きな関心の対象とな

った。 

金玉均が日本に亡命していた時期は、日本が欧米との不平等条約の撤廃に多大な努力を傾けていた時期だった。

亡命者金玉均の存在は、日本の欧米化・文明化を測る尺度のようなものであった。本研究は近代日本社会が金玉

均を中心にした朝鮮からの政治亡命者をどう認識し、また対応したのかを明らかにしたい。 
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